
２
０
０
１
年
は
、
第
52
回
国
連
総
会
で

決
議
さ
れ
た
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
」。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
理
解
を
深
め
、
環

境
を
整
備
し
、
そ
の
活
動
を
さ
ら
に
広
め

て
い
く
年
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
古
く
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
行
わ
れ
て
き
て
お
り
、
現

在
で
は
そ
れ
ら
の
活
動
が
、
私
た
ち
が
抱

え
る
社
会
問
題
を
解
決
す
る
う
え
で
不
可

欠
な
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
で
も
、
第
５
次
総
合
計
画
「
２
０

１
０
池
田
」
で
、
市
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
的
な
利
益
（
私

益
）
や
仲
間
、
特
定
の
会
員
の
相
互
利
益

（
共
益
）
の
た
め
で
は
な
く
、
不
特
定
多

数
の
利
益
を
目
的
と
す
る
活
動
を
公
益
活

動
と
位
置
付
け
、
積
極
的
に
支
援
し
て
い

く
方
針
で
す
。
ま
た
、
市
民
の
目
線
に
立

っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
施
策
の
あ
り
方
を
探
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�

る
た
め
、
11
年
11
月
か
ら
、
市
民
公
募
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
室
長
を
中
心
に
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
会
議
」
を
設
置
。
12
年

10
月
に「
市
民
公
益
活
動
に
関
す
る
提
言
」

が
ま
と
め
ら
れ
、
次
の
よ
う
な
方
向
性
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

¡
団
体
が
行
う
活
動
の
「
公
益
性
」
は
、

公
益
活
動
が
促
進
さ
れ
る
方
向
で
と
ら
え

る
べ
き

¡
市
の
支
援
は
、
活
動
の
自
発
性
、
取
り

扱
い
の
公
平
性
、
支
援
手
続
き
の
透
明
性

を
保
証
す
べ
き

¡
団
体
に
対
す
る
補
助
は
、
団
体
の
属
性

で
は
な
く
、
活
動
そ
の
も
の
に
対
し
て
な

さ
れ
る
べ
き

¡
情
報
拠
点
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
場
、

活
動
拠
点
、
共
同
事
務
所
と
し
て
の
拠
点

整
備
が
不
可
欠

¡
市
と
の
協
働
に
は
、
対
等
な
立
場
、
相

互
理
解
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特
定
非
営
利
活
動
法

人
）
の
行
動
原
理
を
踏
ま
え
た
評
価
が
必

要
市
と
し
て
は
今
後
、
さ
ら
に
施
策
を
具

体
化
さ
せ
る
た
め
、
公
益
活
動
を
し
て
い

る
方
を
は
じ
め
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

も
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
誌
に
と
じ

込
み
の
は
が
き
（
５
面
）
で
、
率
直
な
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

期
限
＝
１
月
31
日
d
（
消
印
有
効
）

な
お
、
次
面
の
市
民
公
益
活
動
団
体
の

現
状
調
査
結
果
（
抜
粋
）
も
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
室

（
1
54
・
６
２
０
５
）

※
市
民
公
益
活
動
促
進
に
関
す
る
提
言
書

は
、
市
役
所
２
階
の
行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

（http://net.city.ikeda.osaka.jp/

）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
施
策

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
施
策�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
施
策

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
施
策�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
施
策�

す
す
ん
で
い
ま
す�

│
│ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
そ
の
支
援
に�

　
　
　
　
　
　
　
　
関
し
て
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を 

│
│�

多数のボランティア団体が参加した
フェスタ・ヒーリング池田

（10月29・30日、池田駅前公園）

行
財
政
改
革

の
一
環
と
し
て
、

13
年
３
月
31
日

で
北
豊
島
公
民

館
、
山
の
家
分

室
の
両
施
設
を

閉
鎖
し
ま
す
。

こ
れ
は
昨
年

８
月
に
発
表
し
た
新
行
革
大
綱
で
、

「
緊
急
に
取
り
組
む
べ
き
事
項
」

と
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
公

共
施
設
の
効
果
的
・
効
率
的
運
営

を
図
る
た
め
、
機
能
を
統
合
・
集

約
す
る
方
向
で
決
定
し
た
も
の
で

す
。な

お
、
同
公
民
館
で
行
っ
て
い

る
各
種
講
座
に
つ
い
て
は
、
中
央

公
民
館
や
近
隣
の
共
同
利
用
施
設

で
引
き
続
き
実
施
で
き
る
よ
う
、

山
の
家
分
室

3月末で閉鎖�

北豊島公民館�
山の家分室�
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¡年間予算額�

¡最多職業�

¡主な活動分野�

¡市の支援など（数字は団体数）�

¡その他（数字は団体数）�

「市民公益活動団体の現状調査」結果（抜粋）�
�

¡設立年月� ¡最多年齢層�

¡活動員数�

¡男女割合�

男 3 ： 女 7

〈他機関との協働意識〉�

　　有… 38　　　無… 27�
�
〈市との関係〉※　�

　　市と協働… 51　　　関わりたくない… 4�
�
〈市の最重要支援〉※�

　　拠点施設の提供… 33　　資金的な助成（補助）… 31�

　　情報の提供… 25 物品などの貸し出し … 15�
　　他組織との交流機会の提供… 15�
�
〈「説明責任」の対応〉�

　　可能… 63　　　不可能… 5�
�
〈拠点施設の必要性〉�

　　既存施設で足る… 30　　必要… 35�
�
〈拠点施設の団体管理〉※�

　　可能（協力できる）… 3　　可能（条件付き）… 47�
　　不可能… 27

〈自己の団体の課題〉※�

　　無し… 11�
　　後継者不足… 16　　会員の高齢化… 24�
　　特定者に作業・責任が集中… 19�
　　リーダー不足… 12　　会員が固定化… 11�
　　拠点施設がない… 11�
�
〈NPO法人化の意思〉�

　　有… 7　　　無… 62

市内の公益活動団体を対象に平成11年11月実施�
　　　　　　　 （無回答は省略。※は複数回答）�

※�

1

20代�

1

30代�

4

40代�

13

50代�

15

60代�

18

10代� 70以上�

9

8

10～19

15

20～29

11

30～39

4

40～49

6

50～59

2

10未満�

2

70～79

5

80～89

1

90～99

0

100以上�

14

60～69人　数�

団体数�

人　数�

団体数�3

30年�

8

40年�

3

50年�

21

60年～�
平成6年�

18

7年以降�

16

昭和20年�年　代�

団体数�

11

10～19

8

20～29

8

30～39

2

40～49

3

50～59

4

10未満� 60～69

2

金　額�
（万円）�

団体数�

70～79

0

80～89

2

90～99

1

100以上�

13

43

社会福祉�

28

保健医療�

8

環境保全�

14

教育文化
スポーツ�

22

国際交流�

7

地域社会� その他�

13

分　野�

団体数�

4

家事従事�

36

年 金�

9

自営業�

4

会社員�

8

公務員�

0

パート� 学 生�

1

その他�

10

職　種�

団体数�

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
決
ま
り
次
第
、
本
誌
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
¡
北
豊
島
公

民
館
…
中
央
公
民
館
（
1
54
・
６

２
９
９
）、
¡
山
の
家
分
室
…
青

少
年
課
（
1
54
・
６
２
９
６
）

平成７年５月から本市の
市議会議員を務められてい
た田口守人さんが、11月23
日、58歳でお亡くなりにな
りました。
ご冥福をお祈り申しあげ

ます。

ご冥
めい

福をお祈りします

市議・田口守人さん逝く

北豊島公民館


